






弘前COI-NEXT:新VISION

健康を基軸に,地域の人々を健康にする魅力的な産業を創出することによって
経済発展し,全世代の人々が生きがいをもって働き続けることができ,

心身共にQOLの高い状態での健康寿命を延伸する,well-beingな地域社会モデルの実現

well-beingな地域社会モデルの実現
健康を基軸に地域経済を発展させ,高QOLの健康寿命を延伸する

データ

地域の健康産業への投資促進 日常生活で楽しく健康になる健診を開発
データ

健康を基軸に多分野のデータを統合 個別アドバイスを効果的に届けるAIを開発

地域の潜在的
活力向上
(生産性/所得アップ)

強固で持続的な健康
イノベーションエコシステムの構築

課題
1

DXで全世代行動変容
する新健診プログラムの開発

課題
2

デ
ｰ
ﾀ

デ
ｰ
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生涯収入
資本

Health
Capital

地域で
資金を
得る

健康資本
に投資
する

地域で
労働に
携わる

壮年・中年期
（25歳～64歳）

生活習慣病や
うつ病の発症
予防

健康資本
を蓄積
する

高年期
（65歳以上）

寝たきりなど
フレイル予防

青年期
（15歳～24歳）

正しい生活
習慣の定着 行動変容を具現化する

デジタルツインの開発と実装
課題
3

消費
健康商品

幼年・少年期
（ 0歳～14歳）

早期からの正しい生活
習慣(食事・運動・
睡眠)の確立生活での行動変容を

支えるデータ利活用基盤の整備
課題
4

投資
健康産業

〔健康を基軸とした地域経済の成長と分配〕

Happy Life
Happy Wellness

Regional Revitalization

well-being

■SDGs

■ターゲット

■研究開発課題

健康を基軸とした経済発展モデルと全世代アプローチでつくるwell-being地域社会共創拠点

魅力的なヘルスケア産業の創出に
より地域経済を発展させ,

全世代の人々が生きがいをもって
地域で働き続けられる環境をつくる

地域の人々が自然と健康的な行動を
とるようなソーシャルキャピタルの高い
地域社会を,人材育成・データ利活用

環境の両面から整備する

1 2 3

健康を基軸に,地域の人々を健康にする魅力的な産業を創出することによって
経済発展し,全世代の人々が生きがいをもって働き続けることができ,

心身共にQOLの高い状態での健康寿命を延伸する,well-beingな地域社会モデルの実現

■ビジョン

3 421

〈一人ひとりの健康で幸せな人生〉

SDG3.4
(健康)

SDG9.5
(技術革新)

SDG11.a
(まちづくり)

若いころからヘルスリテラシーを身に付
けることによって健康を自分ごと化して
行動変容を継続し,健康寿命の延伸
と社会保障費の最適化を実現する

SIB(官民連携)導入や魅力的
産業への投資促進による健康イ
ノベーションエコシステムの構築

DX技術導入で全世代の行動変
容を具体化するセルフモニタリング
式QOL健診プログラムの開発

日常生活の中でリアルタイムに個人
の行動変容を正しく誘導できるヘル
スケアデジタルツインの開発と実装

健康を基軸に医療・福祉・介護・
生活まで多分野を連結・統合した

データ利活用基盤の構築

〈地域社会の活力の最大化〉〈健康イノベーションエコシステムの構築〉

いつでも,楽しく,健康チェック＆教育
で全世代のヘルスリテラシーを向上

健康基軸の経済発展モデルの構築
に向けて「健康資本」への投資実現

健康将来予測や行動変容レコメンド
を効果的に届ける仕組みを実現

多様な分野の情報を利活用できる
リアルワールドデータの基盤を構築

弘前大学拠点:COI-NEXT戦略構想の全体像

高QOLの健康寿命延伸
と社会保障費最適化

魅力的な健康産業創出
と生涯現役社会づくり

人とデータの基盤強化で
健康的社会環境づくり

強固で持続的な健康
イノベエコシステムの構築

DXで全世代行動変容
する新健診プログラム開発

行動変容を具現化する
デジタルツインの開発と実装

生活での行動変容支える
データ利活用基盤の整備

《研究開発課題3》
行動変容を具現化する
デジタルツインの開発と実装

独創的な
新健康商品・
サービス等の
開発・投入

バイオメディ
カルリサーチ
センターの設立

老化制御研究
×オミックス解析

×産学連携

行動変容に向けた
新健康ソリュー
ションの開発

「生涯PHR」の実装

地域を健康にす
る事業への投資

を促進
(PFS/SIB)

ビジョン・ターゲットを実現するための4つの戦略的研究開発課題

高QOLの健康寿命延伸と
社会保障費最適化

【ターゲット1】

《研究開発課題2》
DXで全世代行動変容する
新健診プログラムの開発

健康行動変容AIの開発
(楽しみながら健康的な生活を実践) (最適な介入経路をレコメンド)

全国縦断的な
多拠点ネット
ワークの構築

次世代医療基盤
法に基づくデー
タの収集・連結

セルフモニタリ
ング式QOL健診
のデータ利活用
基盤の確立

健康づくりと
社会保障費の
関係を実測

《研究開発課題1》
強固で持続的な健康イノベー
ションエコシステムの構築

人とデータの基盤強化で健康的社会環境づくり

健康を基軸とした
地域経済循環

全世代でQOLの高い
健康寿命延伸

魅力的な健康産業創出
と生涯現役社会づくり

≪若者のモチベUP/楽しみながら行動変容させる仕組み≫

《研究開発課題4》
生活での行動変容支える
データ利活用基盤の整備

【ターゲット2】

【ターゲット3】
≪プラットフォーム基盤を活用した地域経済の活性化≫

生涯健康で活躍できる
社会経済環境構築

≪地域の人々が健康で働き続けられる社会≫

× × × ×

× × ×

≪地域を健康にする事業への投資(ESG)を促進≫

≪全世代にわたって健康に≫ ≪若者の地域への定着≫

×

×

×

≪健康を自分ごと化/ヘルスリテラシー向上≫ ≪若者が働きたいと思える新産業/中高年の活発な社会参画≫

健康を基軸とした経済発展モデルと全世代アプローチでつくるwell-being地域社会【VISION】



岩木健康増進PJ:大規模住民健診 全体フロー
※40-50か所の各健診ブースを5-10時間かけて巡回

全世代・地域社会全体の
『健康資本(健康度)』の向上

生涯収入
資本

投資
健康産業

健康を基軸として地域内で
『健康資本』が好循環(回転)地域社会

働
弘前で学び・働きたい
▶弘前に若者が定着

健康教育

健康な住民＝地域資本

分配

▶地域経済の成長と分配の好循環
健康(未来)への投資促進

well-being

[健康]
学

消費
健康商品

[不健康]

AI

Happy Wellness

経 済 発 展 モ デ ル
活力ある

健康的な行動＝
ヘルスリテラシーの向上

子供の頃からの

への再投資

ESG

全世代アプローチ
ゲノム・オミックスデータ

母子手帳
活動・健康データ

健診・特定健診データ
医療データ

介護データ
リビングウィル

妊娠・幼年期(0歳-４歳) 少年期(５歳-14歳) 青年期(15歳-24歳) 中年期(45歳-64歳) 高年期(65 歳以上)

若者をはじめ全ての世代にとって魅力あるヘルスケア関連
商品やサービスを開発・投入しPFS/SIBスキームも活用し
て,若者らが挑戦・参入し儲かるビジネスチャンスを創出
母子保健,医療保険,介護保険,電子カルテ,予防接種,
岩木健診データ(小中学生の健診も実施し連携)等の
全ライフコースにわたる多種類データの収集・連結

バイオメディカル
リサーチセンター

老化制御研究×オミックス解析×産学連携による疾患予兆
法・予防法の開発により,より早期の予防介入を実現

セルフモニタリング式
QOL健診

すべての取組の
基盤となるデータ
利活用環境整備

ヘルスケア
デジタルツイン

包括的
リアルワールドデータ

生涯にわたる保健・医療・福祉(介護)・生活に関するライフログ
(生涯PHR)がサイバー空間上で開発した健康行動変容AIに入
力され,健康になる最適な改善経路(ヘルスジャーニー)を個人提供

社会参加の
場づくりと新ヘルス
ケア産業の創出

楽しみながら
未来の健康(予
防)の形を実現

意思決定支援
ネットワーク

意思決定能力が
低下した全ての方
も参画できる仕組

日本意思決定支援推進機構が金融機関を巻き込んで進
めてきた高齢者や認知機能が低下した人への意思決定支
援の対象を,全世代の障害を持つ方にまで拡大・支援

最先端基礎医学
研究から健康ソ
リューション開発へ

〈具体的な取組テーマ〉 〈取組概要と全世代との関わり〉 〈取組の位置づけ〉

介護・後期
高齢者医療
への連続性

若者・
働く世代

若者・
子育世代

高齢者
障害者

出生からの
遺伝情報

壮年期(25歳-44歳)

Diversity & Inclusion

〈主なターゲット〉



〇〇〇

保育・教育
エビデンスに基づく
健康・健全な育成

●健康授業,子育て体操
●保育（保育認定,病児保育等）
●特別支援教育（支援計画,支援
実績,放課後等デイサービス給付,
アセスメント）
●不登校等（適応指導記録,
フリースクール記録等）

まち・産業
まちづくり,産業と
健康の関係がわかる
●住居,上下水道,エネルギー,
交通・物流,防災・復興等
●農林水産業,製造業,
商業,金融業,サービス業

医療
広範なレセプト
詳細な電子カルテ

●レセプト (医科/歯科/調剤︔国保/
後期高齢者/協会けんぽ)
●電子カルテ (SS-MIXからFHIRへ︔
弘前総合医療センター(旧国立弘前
病院)、弘前大学病院等)
●医用画像 (DICOM, MFER等)

環境
SDGsのアウトカム

●大気,土壌,水質,
気候,除雪,廃棄物

保健
ライフコースにわたる
健診・予防接種データ

●大規模住民合同健診
（岩木プロジェクト健診/いきいき健診等)
●妊婦健診,乳幼児健診,学校健診,職
域定期健診、特定健診、後期高齢者
健診,セルフモニタリングQOL健診
●予防接種（インフルエンザ,肺炎球
菌,COVID-19,風しん,帯状疱疹等）

生活
ライフコースにわたる
リアルタイムライフログ

●バイタルデータ (IoT/PHR)
●服薬,睡眠,歯磨き,ストレス
●運動(移動),食事,就業,コ
ミュニケーション,行楽等

福祉
介護から地域包括ケア,
地域共生社会へ

●介護 (介護レセプト,要介護認定,
日常生活自立度,LIFE)
●生活困窮者支援

(認定,医療・介護給付)
●児童福祉 (擁護相談,要保護児童等)
●障害者福祉 (認定,サービス給付,
アセスメント）

弘前大学
超多項目
〈3,000〉

健康ビッグデータ
《1,000人×18年間》

岩木健診(青森)
やんばる健診(沖縄),わかやま健診(和歌山),
京丹後健診(京都),久山町研究(福岡),

QOL健診(青森/全国/ベトナム)等

全国縦断連携データ
《包括的リアルワールドデータ(RWD)》

※RWD:Real World Data

〇〇〇

包括的リアル・ワールド・データ
〇〇〇

参画企業等にデータ提供(計40機関以上)

弘前大学
岩木健診フィールド:一大拠点

（BigData)

COIデータ管理委員会

協和発酵バイオ

血液
（アミノ酸分析）

味の素

心拍変動

ハウス

味覚 肌状態

資生堂

サントリー

水分摂取量

参画企業・大学間での戦略的データ共有・共同解析
花王

内臓脂肪 抗酸化関連項目

カゴメ 小林製薬

嗅覚

メタボローム解析

ヒューマン
メタボローム

クラシエ

冷え症

高齢者の食生活改善
腸内細菌サービス
AGEs等

ハウス、テクノス
ルガラボ、
雪印メグミルク、
・・・etc.

【遺伝学分野】

【健康科学分野】

（性別・血圧・体力・肥満・
共生細菌・診療データ）

（労働環境・経済力・学歴）

（ＤＮＡ）

生理・生化学データ

社会環境的データ

分子生物学的データ
1 ゲノム解析 ２ フリーラジカル

【人文科学分野】

【社会科学分野】

個人生活活動データ
（就寝時間・会話の頻度・食事・

趣味・ストレス）
プレゼンス

アイデンティティ

1 体格・体組成 2 内臓脂肪 3 体力 4 栄養状態 5 歩行速度
6 巧緻性検査（ペグボード）7 重心動揺検査 8 歩行分析（アユミアイ）
9 筋力 10 骨密度・骨代謝 11 関節 12 頸椎MRI 13  肝・胆
14 内分泌 15 消化器系 16 呼吸器 17 心臓（心エコー）
18 脈管（動脈硬化）19 腎 20 視力・眼底検査写真 21 聴力検査
22 泌尿器 23 神経内科 (認知) 24 神経系 25 皮膚科診察
26 アレルギー 27 口腔衛生 28 腸内細菌 29 呼気ガス 30 微量元素
31 アミノ酸分析 32 脂肪酸分析 33 ペントシジン 34 ホモシステイン
35 アディポネクチン 36 レプチン 37 セロトニン 38 コルチゾール
39 PAI-1 40 フィブリノゲン 41 FDP 42 エクオール 43 メタボローム解析
44 免疫・炎症 45 酸化ストレス（ビタミン、カロテノイド、8-OHdG）
46 唾液IgA 47 脳波 48嗅覚:UPSIT,OSIT 49毛細血管 50 味覚
51 涙液 52 毛髪 53 バイオピリン

①

②

③

④
1 職業・学歴︓農家etc 職業別METs- 中卒・高卒・大卒
2 家族︓同居人数、配偶者の有無
3 日常生活の状態等（会話、就業状況、年金受給状況、社会関連性、
生活時間など）4.騒音について

1 転倒 2 睡眠:JESS,RBDSQ 3 食事:BDHQ,FFQ 4 口腔ケア状況
5 飲酒 6 喫煙 7 病歴・服薬 8 服用コンプライアンス
9 生殖、母子手帳
10 生活の質QOL:SF-36（身体機能、日常役割機能（身体・精神）、
体の痛み、社会生活機能、全体的健康感、活力、心の健康）
11 PHCS:自覚的健康管理能力（ヘルスプロモーションを主眼とした健康関
連習慣や健康関連行動の変容に関する評価指標）
12 ボディーイメージ 13 民間医療利用 14 排尿・排便状況
15 更年期症状 16 疲労 17 主観年齢 18 幸福感
19 認知機能:MMSE,あたまの健康チェック 20 うつ病:CES-D

ほぼすべての関係者
が集結する『場』

医学部各講座、他学部(人文･理
工他)、他大学・研究機関、公的

機関、企業、自治体、市民

一つの測定項目と他の3,000項目と
の関連性が検討できるメリット︕

例)1,000名の腸内細菌データだけでは
大きな意味を持たないが、3,000項目と
の関連性ではイノベーティブな知見をもた
らす。
⇨ 性、年齢、肥満、体格、体力、動脈硬
化、喫煙、飲酒、食生活、運動、便通、口
腔内細菌、口腔環境、角層、メタボローム、
ピロリ菌、認知症、糖尿病、高血圧、アレル
ギー、肝機能、腎機能、心機能、肺機能、
睡眠、微量元素、呼気ガス、免疫能、スト
レス、ロコモ、フレイル、メタボ、好中球機能、
リンパ球、サイトカイン、ビタミン、ホルモン、
脂肪酸、アミノ酸、服用薬剤、泌尿器疾患
AGEs等との関係が明らかになる。

【岩木プロジェクトデータ項目(3,000)】

《分野・領域横断的な研究体制》

健康人の超多項目健康ビッグデータ
【特に特徴的なバイオデータ群】

全ゲノム(fastq,bam,vcf,ジャポニカアレイ)
細菌叢(腸内・口腔内マイクロバイオーム:16s,ショットガンメタゲノム)
代謝物・メタボローム(血液・尿・毛髪・涙液)
リボ核酸(皮脂RNA)
単純X線・橈骨DXA(全脊椎,腰椎,両手,肩関節,膝等)

医学部各講座、全学部等が幅広く関与

Iwaki Pure Big Data

《構造イメージ図》
分野の垣根を越えた

多因子的解析を可能にする網羅的データ
3,000項目 x 1,000人 x 19年

※岩木ビッグデータではひとりの人間の分子生物学的データから社会環境的データまでをすべて関連づけた網羅的解析が可能
※19年間実施し延べ“約2万人”以上。2016年からは別途65歳以上高齢者2.4千人対象とした認知症健診も実施。

健康人の超多項目健康ビッグデータ
“3000項目”に及ぶ超多項目測定により、“全身の健康機能”を調査

認知機能（MMSE、WMS-R）

口腔機能（唾液）

視覚・聴覚（視力・聴力） 嗅覚（臭いテスト）

肺機能（呼気ガス）

巧緻性（ペグボード）

運動機能（体力）

感覚検査（痛覚）

血管（動脈硬化）

腸内環境（細菌叢）

心機能（心電図）
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多大学間連携による戦略的アライアンスの発展モデル
各大学・地域の特徴・強みを活かした強力なマルチ連携体制を構築

※健康ビッグデータの収集・蓄積 ※発症予測アルゴリズムの解明

弘前
大学

生物統計
ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ
機械学習

ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ岩木BD

DB構築▶疾患予測AI
開発へ

アルゴリズム

ビッグデータ解析
による新たな疾患
概念の構築

京都大学

ゲノムデータ解析
による疾患予兆
発見の開発

東京大学
医科学研究所

名古屋大学
ビッグデータ解析
による生活習慣
病の予兆法
開発

ビッグデータ解析
によるMCI
予兆法の開発

東京医科歯科大学
大学院医歯学総合研究科

ビッグデータを
用いたヒト属性と
腸内細菌組成
との関連解析

東京大学
大学院 医学系研究科

認知症・生活習慣病
の社会的予防活動
による社会経済効果
の評価

大学院薬学系研究科
東京大学

〇〇大学
・・・・・・・・
※各大学で研究解析

腸内細菌と肥満の
関連解析へ

腸内･口腔内細菌の
徹底解析へ

ビッグデータ
解析チーム

ビッグデータ

予兆発見
アルゴリズムの改良
久山町研究

九州大学

●久山町

健康リスクの
予知予測モデル
わかやまへルス

プロモーション研究

和歌山県立
医科大学

●かつらぎ町、みなべ町

健康寿命延伸
のための
課題を解明

名桜大学

やんばる版
プロジェクト健診

●名護市

京丹後
長寿コホート研究

健康長寿の
背景因子を解明

京都府立
医科大学

●京丹後市

データ連携
推進チーム

〇〇大学
・・・・・・・・
※その他の大学とも
連携調整中

認知機能と睡眠の関連解析へ

的場 聖明 教授 成本 迅 教授

二宮 利治 教授 砂川 昌範
学長

宮井 信行
教授

奥野 恭史 教授

井元 清哉 教授 上村 鋼平 准教授

松山 裕
教授

五十嵐 中
客員准教授

平川晃弘 教授

中杤昌弘 准教授

弘前大学
岩木健康増進プロジェクト
(青森県/弘前市(岩木地区))

筑波大学

順天堂大学

名桜大学
やんばる版プロジェクト健診

(沖縄県名護市他)

九州大学
久山町研究

(福岡県久山町)

京都府立医科大学
京丹後長寿コホート研究
(京都府京丹後市他)

和歌山県立医大
わかやまヘルスプロモーション
スタディ(和歌山県みなべ町他)

大阪大学

広島大学
感性(車の運転時)と
健康状態との関係性

名古屋大学
運転中の行動と
身体活動との関係

東北大学
日常生活時の血圧変動

立命館大学

名城大学

弘前から全国へ
そして,世界へ

戦略的多拠点間データ連携効果的な健康改善プランを提案するAIを開発
本研究の手法の概要
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●新事業創出支援
●健康づくりの支援

●市民と共に健康づくりの普及・促進

学
官

民

連携 連携

連携 連携

青森県 / 弘前市
【青森県】県内全40市町村(健康宣言都市)
【福岡県】久山町
【京都府】京丹後市
【沖縄県】 名護市 / 国頭村 / 
大宜味村 / 東村 / 今帰仁村 /
本部町 / 恩納村 / 宜野座村/ 金武町 / 
伊江村 / 伊平屋村 / 伊是名村
【和歌山県】みなべ町/高野町/かつらぎ町

●新事業・雇用創出産 金
ーCOIで構築したネットワーク基盤や成果を最大限活かす－

●最先端の健康研究(AI)研
産業技術総合研究所/
国立健康・栄養研究所/
理化学研究所/
青森県産業技術センター

(サテライト拠点(幹事大学)/副主管大学) 
京大/東大医科研/京都府立医大

弘前大学
(代表機関/主管大学)

九州大学/名桜大学/和歌山県立医科大学/
東京大学(医・薬)/名古屋大学/東京医科歯科大学/
横浜市立大学/大阪公立大学/札幌医科大学/名城大学/
慶應義塾大学/ 志學館大学/ 公立はこだて未来大学/ 

徳島大学/ 同志社女子大学

●シーズの創出●学術的知見の提供
[海外大学等]国際連携

DeNA/資生堂/花王/味の素/カゴメ
/ICI/博報堂/みやびVC/小林製薬/
セントラルスポーツ/クラシエ/サントリー/ハ
ウス食品/協和発酵バイオ/明治安田
生命/雪印メグミルク/コープ共済連
/HMT/ミルテル/シスメックス/テクノスル
ガL/東京海上HD/バリューHR/シルタス
/LITALICO/野村総研/帝人/日本意
思決定支援推進機構/マルマンCS/東
北化学/マツダ/江崎グリコ/プリメディカ/
ランドブレイン/イマジン/DMG森精機/サ
ントリーウエルネス

青森県医師会(健やか力推進センター),青森県総合
健診センター,日本医師会医療情報管理機構,
健康リーダー(健やか隊員),ヘルスサポーター,青森県食
生活改善推進員連絡協議会,青森県保健協力員,女
性経営者(中小企業・VB),青森県栄養士会,青森県
看護協会,青森県歯科医師会,青森県歯科衛生士会,
青森県JA共済連…etc

Diversity & Inclusion
〈well-being地域社会モデル〉

Open Innovation2.0
《弘前・健康イノベーションエコシステム》

産・学・官・金・民の強固な連携で､強靭なオープンイノベーション共創体制を構築
【地域共創の場】多種多様な連携による強固な地域共創推進体制

※他協力機関多数

有力企業からの投資拡大でさらに強固な産学連携基盤構築(19講座)

野菜生命科学講座
カゴメ株式会社
2018年1月1日～
2023年12月31日
・認知症やメタボ
リックシンドローム
等の慢性疾患の
予防・改善におい
て野菜摂取が寄
与する科学的エ
ビデンスの獲得と
作用機序の解明
と、野菜摂取量
を増やすための社
会的な仕組みづ
くりの開発を目的
とする。

・健康ビッグデータ
の解析により水分
摂取と水分の体内
動態と健康状態の
関係を明らかにし、
短命といわれる青森
県民の疾病予防・
改善につなげ、最終
的には国民全体の
健康の維持・増進
への貢献を目指す。

ウォーターヘルス
サイエンス講座
サントリー食品インター
ナショナル株式会社

2017年11月1日～
2024年10月31日

QOL推進医学講座
クラシエ株式会社

2018年4月1日~
2024年3月31日
・冷えとフレイルに関
連する研究を起点に
超多項目健康ビッグ
データ活用による未
病状態の改善を目
的として活動を行うこ
とで、ヘルスケアに関
わるイノベーションを
日々の暮らしへ取り
入れることを提案、
QOL向上を推進し
続けることを目指す。

食と健康科学講座
ハウス食品グループ
本社 株式会社

2018年6月1日~
2025年3月31日
・食生活と様々な健
康指標との関連性
を解明し、健康寿命
延伸につながる食習
慣を明らかにしていく。
特に近年の超高齢
社会において、認知
症といった疾患や、
さらにはフレイルと呼
ばれる虚弱状態が
問題となっており、こ
うした社会課題に対
してエビデンスをもと
にした食のスタイル
を提案していく。

・弘前大学で
2005年から実施
してきた「岩木健康
増進プロジェクト」
のビッグデータを基
に、人の全体性
（肌、身体、ここ
ろ）を科学する研
究を推進すること
で、人が美しくより
よく生きることへ貢
献する。

ビューティーウェルネス
学研究講座

株式会社資生堂
2022年4月1日～
2027年3月31日

健康寿命
延伸学講座

バリューHR・東京海上HD

2022年8月1日～
2025年7月31日
・開発する疾病予測
モデルや行動変容モ
デルの提供を通じ、
個々人の疾病リスク
を低減させ、高い健
康度を維持したまま
で高齢期を迎えられ
る社会を実現し、社
会保障費の逼迫や労
働力不足（社会活
力の低下）という社
会課題の解決を図る。

アクティブライフ
プロモーション
学研究講座
花王株式会社
2016年12月1日～
2025年12月31日
・生涯にわたり“動ける
からだづくり”をサポー
トするための“健康を
科学する”研究を推
進する。
・弘前大学と連携した
総合的なヘルスケア
研究の更なる強化に
より、 “よきモノづくり”
を行ない、「清潔」
「美」「健康」「高齢化」
などの分野で社会的
課題解決に貢献する。

・ビッグデータを基に、
生体のアミノ酸を中心
とする代謝産物によるリ
スク解析や、介入試験
結果による健康寿命延
伸年数の統計解析等
のデジタル技術を駆使
し、日本の高齢者の課
題や生活習慣病の予
防につながるソリュー
ションを開発し、生活者
の健康増進／栄養改
善の貢献を図る。

2020年4月1日～
2025年3月31日

デジタルニュー
トリション学講座
味の素株式会社

2023年4月1日～
2026年3月31日

体内環境モデリング
研究講座

江崎グリコ株式会社

・「岩木健康増進プロ
ジェクト」を通して、産官
学民の共創の下で、健
康な方の分子生物学的
データ・生理・生化学的
データ・個人生活活動
データ・社会環境的デー
タを取得し、解析を行い、
特に酸化ストレス、糖化、
炎症と腸内細菌叢といっ
た体内環境の変化に着
目し、生活習慣病の発
症やQOLの低下との関
連性を明らかにすることを
目的としている。

※多くの企業研究員が大学に常駐し、強固な連携基盤とオープンイノベーション共同研究環境を構築

メタボロミクス
イノベーション

学講座
ヒューマン・メタボローム・
テクノロジーズ株式会社

2019年5月1日～
2024年4月30日
・「心と身体の健康増
進」「疾患の超早期
予知・予兆」に資する
バイオマーカーの探
索と、将来の疾患リ
スク予測モデルの構
築と実用化に向けて、
メタボロミクスのオ
ミックスデータを解析
し、心身の健康およ
び疾患の早期発見に
つながる予測モデル
を構築する。

先制栄養
医学講座

協和発酵バイオ
株式会社

・健康ビッグデータ
を活用し、健康の
気づきとなる検査
指標（体力、栄
養、血管、免疫
など）と必要な啓
発手法の開発を
行い、寿命革命へ
の貢献を目指す。

2017年2月1日～
2025年3月31日

2017年12月1日～
2024年11月30日
・弘前大学が実施してき
た健康増進プロジェクト
等で得られた情報などを
活用し、人の健康寿命・
QOLの向上に貢献する
ための研究、特に女性の
健康寿命・QOLの向上
に貢献するため、エクオー
ルに着眼した研究を推進
し、研究成果を社会に還
元し、最終的には青森県
民の健康増進に貢献す
るとともに、世界に先駆け
た最新の情報と解決策を
国内外へ発信することを
目指す。

女性の健康推進
医学講座
大塚製薬
株式会社

未病科学
研究講座

明治安田生命
保険相互会社
2019年1月1日～
2024年12月31日
・岩木健康増進プ
ロジェクトのデータ
から得られた科学
的知見や健康教育
に関する知見を活
用し、「未病」に着
目した疾病予防・
早期発見促進の新
サービスの開発を行
なうことで、健康寿
命の延伸に貢献す
る。

データヘルス
研究講座

株式会社ミルテル
2022年1月1日～
2024年12月31日
・加齢や生活習慣・環境
によって短縮速度が変化
する「テロメア」、テロメア
と類似した挙動を示しつ
つ可逆的に長さが変化す
る「Gテール」、発現パ
ターンが変化する「小分
子RNA」などを測定し、
健康ビックデータと組み
合わせ、未病状態との相
関を分析することで、健
康診断結果から算出で
きる未病予測モデルを開
発する。さらに他のデータ
を融合させ、新たな疾患
予測や検査法を研究・開
発することで健康寿命の
延伸に貢献。

ミルク栄養学
研究講座

雪印メグミルク
株式会社

2023年4月1日～
2026年3月31日
・「岩木健康増進プロ
ジェクト」の超多項目
健康ビッグデータ解析
による健康因子として
の腸内菌叢の役割を
解明するため、乳製
品摂取をはじめとする
食事パターンと腸内
菌叢の関連において
集団および個人の健
康状態への影響を調
べることを目的とする。

2023年4月1日～
2026年3月31日
・エビデンスの蓄積を行
うことで、リスク検査の
価値向上と疾患の発症
予防につなげ、更なる
予防医学の発展を目
指すことを目的としてい
る。特に、日本人の死
因の４分の１を占めて
いる動脈硬化性疾患の
予防につなげることで、
将来的な日本人の健
康寿命延長を目的とし
た研究を行う。

予防医学
推進学講座
株式会社
プリメディカ

R５年10月現在

オーラルヘルス
サイエンス学講座
小林製薬
株式会社

2023年2月1日～
2026年1月31日
・医学-歯学の連携によ
り取得した健康ビッグ
データを用いて、口腔衛
生状態と全身の健康へ
の関係性を解明し、口
腔機能及び全身疾患の
予防・改善に繋がる製
品・サービスを創造する。
また、健康ビッグデータ
から加齢に伴う性ホルモ
ンや認知機能の変化と
全身の健康への関係性
を解明し、疾患の予防・
改善に繋がる製品・サー
ビスを創造する。

フローラ健康
科学講座
テクノスルガ・
ラボ株式会社

2018年4月1日～
2024年3月31日
・弘前大学が実施し
てきた「岩木健康増
進プロジェクト」等の
ビッグデータを基に、ヒ
トの健康寿命・ＱＯ
Ｌの向上に貢献する
ための研究、特に腸
内フローラおよび口腔
内フローラに着眼した
研究を推進し、研究
成果を社会に還元す
ることを目的とする。

2023年10月1日～
2026年9月30日

デジタルヘルスケア
ワークスタイル研究講座
DMG森精機
株式会社・

株式会社WALC

・製造業をはじめとした
様々な職種において、労働
者が健康に、よりよい環境
で働くための仕組み構築に
むけて、デジタルヘルスを活
用した疾患発症予測モデ
ルの精度検証や行動変容
モデル開発、QOL健診の
普及等を通して労働環境
を改善するためワークスタ
イルの再定義を行うことを
目的としている。世界中の
製造現場から単調で健康
リスクの伴う仕事を排除し、
クリエイティブで活気ある
ワークスタイルを構築する
ことを目指す。



《聞き取り調査》
①既往歴・家族歴、②食生活、③運動習慣、④喫煙、⑤飲酒、⑥睡眠・休養、⑦便通・排尿習慣、⑧服薬状況など

①「メタボ」,「口腔保健」, 「ロコモ」, 「うつ病・認知症」の４重要テーマを総合的(全身)に健診
②半日(健診自体は約2時間)で完結 → 検査結果は即日その場でフィードバック
③健康度チェック(健診)のみにとどまらず,健康教育(啓発)に力点

迅速な測定結果(2hr後には本人に詳細結果フィードバック)

受診者

《うつ病・認知症》

①骨そしょう症︓骨密度
②筋減弱症︓体力測定

《ロコモティブシンドローム》《口腔保健》

QOL健診
の特徴

①肥満度︓体組成
②高血圧︓血圧測定
③脂質異常症︓ｺﾚｽﾃﾛｰﾙなど
④糖尿病︓HbA1c、血糖など
⑤動脈硬化︓PWV、ABI測定

《メタボリックシンドローム》

健診データを使って,その場で“健康教育”を行う
→その後の有効フォローにつなげる

本人の気づきによる強いモチベーションと楽しみながら継続的に行動変容

①うつ度︓CES-D
②認知機能︓MMSE

歯周病・う蝕（虫歯）
︓歯科・口腔健診

新行動変容プログラム「QOL健診」

※このプログラムにDX導入し,進化させることによって,自宅にいながらでもチェック＆フォローが可能に

誰でも,楽しく,速く(即日)
が最大の特徴(強み)

健康な人を,より
健康的に

●血圧

●その他生活習慣

●心の健康度

●心電図

●運動習慣

●口腔ケア習慣

●運動量(歩数,消費エネ)

●食習慣

●体組成
健診・検査／月
調査結果／年

定期健診受診／年
定期健診

結果送付／年

血液検査結果／年

〈企業・健保〉

《健診・検査項目(月1回)》 《検査項目(年1回)》

セルフモニタリング式「QOL健診」
誰でも,いつでも,どこででも

HIROSAKIデータプラットフォーム

●冷え

●水分量

●野菜摂取

［測る］

●簡易血液検査

●睡眠

●皮膚ガス

●内臓脂肪

〈精緻なタイプ分類と改善経路提案〉

［行動変容］

運動を
がんばれば
もっと
健康に︕

〈DX健診機器(例)〉
Bluetooth体組成計
スマートウォッチ

/
スマートフォンetc

※リアル＆サイバー空間でのコミュニティ形成

※常時セルフモニタリング(自宅/職場等)

※最適なサービス・店舗・クリニック連携

結果説明・取り組み提案／年
フォローアップ／月

定期健診 結果送付／年

※ヘルスケア・デジタルツインモデルの実装

※健康AIメンターによる最適レコメンド
※健康度/リスクの相対的可視化

AIから私への
アドバイスが
届いた︕

この生活を続け
ていて大丈夫
なのかなぁ…

※該当者に対するメタボ・ロコモ対策
(食習慣,運動習慣,生活習慣等)

〈医療機関〉

前より数
値がよくな
った︕楽
しい︕

あなたに最も効果のある
行動習慣の最適メニューは…

[自宅]

●その他…

［健康AIメンター］

〈セルフモニタリング式QOL健診〉

Happy!

（リモートワーク職員）



フィジカル空間で収集したデータをサイバー空間と双対させる「デジタルツイン」をヘルスケア(予防)分野で先駆的に実現

サイバー空間(仮想社会) フィジカル空間(現実社会)

セルフモニタリング式QOL健診 生活レベルの健康情報収集

全国縦断的多拠点ネットワーク構築
国民健康保険等のデータ集約・突合解析環境準備

3,000項目
岩木健康増進
プロジェクト

超多項目健康ビッグデータ

●近未来の健康予測

SUPER
COMPUTER

AI

何から始め
たら健康を
維持できる
かな︖

このままだと
将来〇〇
に・・・

運動を
がんばろう︕

[健康] [不健康] [健康] [不健康]

●疾患予防法＋健康行動変容AIプログラム

もっと健康に
なりたい︕

今の状態を
知りましょう

●健康度計測

ヘルスケア・デジタルツイン

《包括的リアルワールドデータ》

〈健康の未来をシミュレーション〉▶▶▶

◀◀◀〈個別化された最適レコメンド〉

〈ヘルスジャーニー〉

セルフモニタリング式
QOL健診プログラム

［健康AIメンター］

『生涯PHR』
の実装

〈Health Journey〉

動き(data)をリアルタイム反映

楽しみながら取り組める
最適な介入経路

●介入・行動変容

●QOL(生活の質)の保持

●正しい生活習慣の確立

●心身の健康の維持・増進

●心身の
健康の保持

●妊娠期からのシームレスな支援

幼年期(0歳－４歳)

●正しい
生活習慣の定着

Health Journey
お父さんの歯みがき
間違ってるよ︕

忙しいからと後回しに
すべきでないことがありましたね

しっかり歩ける身体と
骨や筋肉の維持︕

最後までやりたいことが
できる幸せな人生でよかった!

1人でも手軽でバラン
スの取れた自炊︕

少年期(５歳－14歳)

むし歯の急増期

壮年期(25歳－44歳)
生活習慣の
乱れによる
生活習慣病や
ストレス等

によるうつ病の
発症増加

青年期(15歳－24歳)

学生生活や単身生活での
生活習慣問題

中年期(45歳－64歳)

身体機能が徐々に低下
身体障害の増加

高年期(65 歳以上)

身体的老化
の進行

寝たきりなど
虚弱(「フレイル」)

の進行

親の生活習慣が
成長発達に大きく影響

Happy Life
Happy Wellness

“ありがとう”
家族の生活習慣改善は
子供のためなんですよ 正しい歯みがきを

覚えれば一生もの

食生活から将来の
寿命を予測できるんです

危険な予兆が出ていますよ。
健康あっての仕事です

老いは不可避ですが,
その後も元気でい続ける
ためには…

あなたに最も効果のある
行動習慣のメニューは…

ゲーム感覚で人生を楽しみながら健康になる最適な改善経路＝“健康への道筋・羅針盤(ヘルスジャーニー)”

『生涯PHR』を構築しながら,健康な人生を具現化する

〈ハッピーな健康の未来への道のり・物語〉

ヘルスケアデジタルツインの中でスマートな健康行動変容AI(サイバー空間上の健康メンター)が個人に提示する,

［健康AIメンター］

※PHR:Personal Health Record

業務委託

出資

国

青
森
県

交
付
金

サービス対象者(企業従業員～地域住民)

実効性の高いサービス
成果の評価・報告

弘前大学
Data
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

委託料

健康経営の奨励・支援・報奨

資金提供者
銀行 企業
商工会等

完
了
時
の
ｿ
ｰ
ｼ
ャ
ﾙ
ｲ
ﾝ
パ
ｸ
ﾄ

︵
金
額
化
︶

健康経営企業(含中小事業者)

中
間
支
援
組
織弘前市

（業務委託者）

データ

商工会議所

契約 成果連動
報酬

青森県医師会附属健やか力推進センター
(業務受託事業者)

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診

お口の健康習慣化L社

歩数＋体組成モニタリングT社

歩いて内臓脂肪減らそうK社

食事で内臓脂肪減らそうK社

野菜をもっと食べようK社

トマトのうま味で減塩K社

おいしく減塩A社

おいしくたんぱく質A社

若々しい歩行を習慣化T社

全体コーディネート・企画運営等

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
︵※

１
年
後
︶

内臓脂肪

ﾍﾞｼﾞﾁｪｯｸ

唾液検査

ﾛｺﾁｪｯｸ

血圧

体組成

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・社ﾒﾝﾀﾙﾁｪｯｸ

《セルフモニタリング式QOL健診プログラム》

助
言
·
支
援

地域の大学が中核となり事業創造・経済発展に直接的に寄与するPFS/SIBモデル
◆多様な参画企業の信頼性高い商品・サービスをプロデュース /◆企業・団体等による健康への投資・出資を促進

健康への投資促進に向け,特徴あるPFS/SIBを導入

櫻田弘前市長の選挙公約『健康都市弘前構想』
の目玉である「健康づくりのまちなか拠点」を活用

助言・支援

開発



健康づくりイベント

健康づくり
のまちなか
拠点

（弘前市中心街）

病院・
クリニック等

健診

保健指導
〇〇〇

生涯
PHR

セルフ
モニタリング式
QOL健診

タッチ
ポイント

セルフモニタリング式QOL健診プログラ
ムによるリスクの見える化(AI予測),自分ご
と化。リスクタイプに応じた最適アドバイス。

弘前大学

健診未受診者に受診を促す。
要受療者に受療を勧奨。

データPF
KDB

学生から専業主婦,未就業の高齢者,障
害者まであらゆる立場の方でもインク
ルーシブ(包摂的)にカバーできる健康
にやさしい環境(まち)づくりをめざす

誰でも/いつでも/どこでも

ミニ
QOL
健診

運動(歩行促進)
プログラム

日常生活圏

健康的な
食事
プログラム

健康的な食事
提供の技術指
導,レシピ監修,
ライセンス,認
証etc

飲食店
（外食）
タッチ
ポイント

郵便局
・銀行

タッチ
ポイント

公共施設
・駅・フィット
ネス

タッチ
ポイント

薬局・
ドラッグストア

タッチ
ポイント

街中のいたるところに広がるタッチ
ポイントに訪れた際のコミュニケー
ションで脱落防止を図り,健康情
報提供等を行い,若者含む健康
無関心層もさりげなくフォローす
る。

弁当店
・スーパー
（中食）

スーパー
・商店・コンビニ
（食材）

タッチ
ポイント

タッチ
ポイント

健康を基軸に地域経済を発展させ,QOLの高い健康寿命を延伸するWell-beingな地域社会モデル

Well-being

〈Healthcare Digital Twin〉

（数回/年）

［障害がある人の人生経過図]

出生

就学

選択
□就学先

高校受験

老後

就職

－幼少期から高齢期に至るまでの「本人らしい」意思決定の実現－

本人主体の意思決定

本人の特性や嗜好を
親の選択へ反映する

本人の
意思決定能力

家族と本人の
共同での意思決定

家族（親）主体の
意思決定

身寄りがなくても、本人らしい生活を送り
続けられるよう、社会資源を提供する

自立した生活の実現に向けて、
本人の希望や思いを汲み取る

家族の
意思の反映 資産運用

教育との連携

終の棲家
の選択

大学受験

障害がある人の意思決定支援ネットワークの構築

選択
□進学
□就労

選択
□預金の使途
□保険加入

相談事業所等と障害をもつ
子どもの意思決定場面につ
いて情報共有

 医療機関や福祉機関、教育機関の連携の強化
 ライフイベントごとの「選択」に必要な意思決定支援の指針策定
 本人の発達水準や精神状態、嗜好等について、経時的変化を確認・
データ化し、支援方針を提案

高齢者の見守り体制の発展

 医療機関や福祉機関、金融機関の連携の強化
 公的制度の利用促進
 発達障害や知的障害、精神障害と認知症の併存に対応する
意思決定支援の展開

本人の金銭状況や希望
に合う資産の使い方を
提案

認知症発症

親なきあとの
資産管理

選択
□親の遺産の使途
□遺言作成

障害の長期経過の状態や
認知症の発症に備えた専
門的ケア

成年後見制度の利用等、本人の希望する生活
の維持に必要な契約や社会資源の活用

選択
□治療選択
□入退院

選択
□在宅継続
□施設入所

親の死去

福祉との連携

発達特性や知的水準に合わせた意
思決定支援の方針提案

選択
□就労形態
□就職先

医療同意

金融との連携

福祉との連携

医療との連携

医療との連携

精神障害の発症に備え
た専門的ケア

行政との連携

選択
□進学
□就労

ユニバーサルで持続可能な“意思決定エンパワーメントシステムイメージ”
京都府立医科大学




